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昇圧回路の空間ベクトル制御

1 概要
空間ベクトル制御は、従来のPWM制御と比較してスイッチング損失が少なく、DCバスの

利用効率が向上するため、モータ駆動装置や三相整流器の制御に使用する一般的な手法

です。このデモでは、三相昇圧型整流器の空間ベクトル制御を紹介します。

Note このモデルには、次からアクセスできるモデル初期化コマンドが含まれています。

PLECS Standalone: シミュレーションメニュー + シミュレーション・パラメータ... → 初期化

PLECS Blockset: Simulinkモデルウィンドウで右クリック → モデル プロパティ → コール

バック → InitFcn*

2 モデル
図1: システムモデル
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2.1 制御
三相昇圧整流器の制御の目的は、入力電源vnから正弦波電流を引き出し、出力電圧VDCを

安定化させることです。電流制御は相電流inを測定し、インダクタ中性点電圧ivn1を制御

する内側の電流制御ループを使用して実現し、相電流がリファレンス値に追従するように

強制します。電流リファレンスは、DC電圧および力率制御を実装する外側び制御ループに

よって提供されます。

空間ベクトル制御では、インダクタ中性点電圧がαβまたはdqドメインのベクトル量として制御

されます。この例では、dqドメインで制御が行われます。dq制御の利点は、dqドメインでAC

量がDC量になることです。したがって、PIコントローラを使用してAC入力電流を整流する

場合、トラッキングエラーは発生しません。

AC電圧ベクトルのリファレンスは、利用可能なスイッチングベクトルを時間平均により生成

します。空間ベクトル変調器では、いくつかの変調方式を選択できます: THDを最小限に

抑える対称変調方式と、スイッチング損失を最小限に抑えるいくつかの不連続PWM

(DPWM)方式です。整流器レッグのスイッチ状態を変更するときのスイッチング遅延の

影響をシミュレーションするために、デッドタイムコンポーネントも組み込んでいます。

このモデルは、コンポーネントライブラリの制御器ブロック -> 変調器にある空間ベクトル

PWMブロックを使用します。これは、対称PWMブロックと3相変調指数発生器ブロックを

直列接続して実装します。プローブした3相変調指数を表示して、等価な三相ゼロシーケンス

信号注入法を使用して空間ベクトル変調を調べることができます[1] [2]。
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